
産業廃棄物の処分委託に関する実地確認記録様式（例）  
○ 「北海道循環型社会形成の推進に関する条例」（以下「条例」という。）では、１年以上にわ
たり継続して産業廃棄物の処分を業者に委託するときは、毎年１回以上定期的にその処分の実施

状況などを確認し、その結果を記録・保存することとしています。（条例第３２条）  
○ 条例では、事業者が行う実地確認において確認すべき事項について、詳細に規定していません
が、事業者は廃棄物処理法に規定される基準等を踏まえ、確認する項目を独自に定めて実地調査

を行ってください。  
○ この実地確認記録様式（例）は、事業者が実地確認において確認する項目を検討する際に参考
となるよう作成したものです。 
事業者において必要な事項を追加したり、修正を加えたりして活用してください。また、評価

欄において、適・否の評価形式をとっていますが、「優・良・可・不可」など独自に評価形式を

定めて活用し、実地確認を行った処分業者が委託先として適切か判断してください。  
○ なお、実地確認の結果、不適切な処分が行われていた場合における知事への報告については、
実地確認の結果記録票の写しを提出願います。  

【参考】                                            産業廃棄物収集運搬及び産業廃棄物処分業者は、廃棄物処理法により次の事項を記載した帳簿を
備え付けなければなりません。書類確認の際の参考としてください。  
収集又は運搬 １ 収集又は運搬年月日 

２ 交付されたマニフェストごとの交付者の氏名又は名称、交付年月日及び交付番号 
３ 受入先ごとの受入量 
４ 運搬方法及び運搬先ごとの運搬量 
５ 積替え又は保管を行う場合には、積替え又は保管の場所ごとの搬出量 

運搬の委託 １ 委託年月日 
２ 受託者の氏名又は名称及び住所並びに許可番号 
３ 交付したマニフェストごとの交付年月日及び交付番号 
４ 運搬先ごとの委託量 

処分 １ 受入れ又は処分年月日 
２ 交付又は回付されたマニフェストごとの交付者の氏名又は名称、交付年月日及び交付番号 
３ 受け入れた場合には、受入先ごとの受入量 
４ 処分した場合には、処分方法ごとの処分量 
５ 処分（埋立処分及び海洋投入処分を除く）後の産業廃棄物の持出先ごとの持出量 

処分の委託 １ 委託年月日 
２ 受託者の氏名又は名称及び住所並びに許可番号 
３ 交付したマニフェストごとの、交付又は回付された受け入れた産業廃棄物に係るマニフェストの 
交付者の又は名称、交付年月日及び交付番号 

４ 受託者ごとの委託の内容及び委託量 



実地確認記録様式（例）   実施年月日       年  月  日（  ）  確認を行った者の氏名   確認の方法 自  ら   ・   代 理 人    確認先  事業者名    処理施設名 □脱水施設 □乾燥施設 □中和施設 
□破砕施設 □焼却施設 □最終処分場 
□その他（            ）  所在地   対応者（職・氏名）   

１ 処分の実施の状況（書類確認） 
項     目    評   価 

（１）委託する処理（中間処理又は最終処分）の許可を受けているか    また、許可の有効期限が満了していないか   □適   □否 
（２）処分を委託する産業廃棄物が事業の範囲に含まれているか  □適   □否 
（３）マニフェストは適切に保存（５年間）されているか。       （確認した事業所に保存されていない場合の保存場所はどこか）   □適   □否 

（           ） 
（４）委託契約書は適切に保存（契約満了日から５年間）されているか。       （確認した事業所に保存されていない場合の保存場所はどこか）   □適   □否 

（           ） 
（５）委託契約書に従った処分をしているか   □適   □否 
（６）委託先が中間処理したあとの産業廃棄物を委託処理している場合、     この中間処理後の産業廃棄物は適正に処理されているか    （２次マニフェストを交付しているか）   □適   □否 
（７）廃棄物処理法施行令第７条に規定される処理施設の場合、設置許可     を受けているか  □適   □否  
２ 施設の状況（現地確認） 

項     目    評   価 
（１）廃棄物の受入に際し、その内容・量を適切に確認しているか       （トラックスケールでの計量など）   □適   □否 
（２）産業廃棄物が飛散・流出していないか   □適   □否 
（３）処分に伴う悪臭、騒音、振動によって生活環境の保全上支障が生じ     ていないか   □適   □否 
（４）処理に伴い、排水を放流する場合は、必要な排水処理設備を設けて     いるか   □適   □否 
（５）最終処分場は、周囲に囲いが設けられ、産業廃棄物の処分の場所で     あることの表示がされているか   □適   □否 
（６）安定型最終処分場において埋立処分する場合は、安定型産業廃棄物   以外の廃棄物が混入しないよう必要な措置を講じているか   □適   □否 



３ 保管の状況（現地確認） 
項     目    評   価 

（１）保管の場所の周囲に囲いが設けられているか  □適   □否 
（２）産業廃棄物の保管に関し、必要な事項を表示した掲示板が設けられ     ているか      必要な事項：保管する産業廃棄物の種類、保管の場所の管理者の              氏名又は名称及び連絡先、屋外で容器を用いず保管                する場合は最大積上高の上限、保管上限   □適   □否 
（３）保管されている産業廃棄物の量は適切か    （保管上限を超えていないかなど）   □適   □否 
（４）保管の場所から、産業廃棄物が飛散、流出、地下浸透し、悪臭発散     しないように必要な措置が取られているか    （保管に伴い汚水が生ずるおそれがある場合には、排水溝等の設備      を設けるとともに、底面を不浸透性の材料で覆っているか）   □適   □否  
４ 不適正な処分の状況及び講じた措置の内容 
（１）不適正な処分の状況       
（２）講じた措置の内容  

  


